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回転ステージと USB顕微鏡を用いた簡易型動的接触角計を開発した（Fig.1）。この測定器は工 

学部３年次の学生実験に導入した。操作が簡便で製作費が低いため、学生実験への導入がしやす 

いという利点がある。焦点距離が 30mmでは、0.014mm/pixelの高解像度で測定できる。動的接触 

角の測定では、試料基板を傾けると液滴が初期位置にあるのに画面上の水滴が動く問題があった。 

回転ステージの回転軸と USB 顕微鏡の光軸を一致させることでこの問題を解決した。画像解析に 

は、２次ベジェ曲線を用いたフィッティング法を提案する。 

水平な固体表面に水滴をのせ，その表面の傾斜角度を徐々に上げていくと水滴は流れ出す。そ 

の瞬間の水滴の下側を前進接触角a，上側を後退接触角rと呼ぶ。水滴が流れ出す最小の傾斜角 

を滑落角と呼ぶ。Fig.2にこれらの関係を示す。水滴が固体表面に留まろうとする力が付着力 F 

であり、式 (1)で表される。 

 

 

Fi Fig.1 Simple dynamic contact angle meter. 

Fig.2 Dynamic contact angle measurement. 

の  

    F = m g sin α / 2 r                      (1)  

式中の F は付着力、m は液滴質量、g は重力加速 

度、r は吸着半径、αは滑落角である。水滴にはたら 

く力の釣り合いより、滑落角 αと気体―液体界面の 

表面張力、前進接触角a、後退接触角rの間には、 

式(2)の関係が成り立つ。 

m g sin α=1/2 r  L (cos r – cos a)      (2) 

付着力 Fは、式(2)より円形の縁の部分に沿って単位 

長さr)あたりに働く力として式(3)が用いられる。 

   F = m g sin α/2r =1/4 L (cos r – cos a)    (3) 

ベジェ曲線の解析には、パブリックソフトウェアの 

ImageJを使用した。ImageJの Bezier Curve toolを用い 

て，水滴の端点 A（始点）と B点を補間し，同時に B 

点から第 1制御点の D点を補間すると，角度と長さ 

によって端点付近の曲率が制御できる 2次ベジェ曲 

線フィッティング法を利用する。角度ツールを用い 

て、前進接触角（a）BAC および、後退接触角（r） 

ABD、の角度を求める。吸着半径の求め方は、直線 

ツールで 2端点間（A点－B点）に直線を引く。ImageJ 

のツールウィンドウに lengthという値が直線の長さ 

として、ピクセル数(pixel)で表示される。液滴の下部 

に方眼紙の目盛りが張り付けてあるので、同様にし 

て 3mmのピクセル数を求め、1mm分として吸着半径 

をmm単位に換算する。 
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